
のしろ健康２１計画目標指標達成状況と評価

＜栄養 食生活＞ Ｂ

・適正体重維持（児童生徒：Ｂ 代女性：Ｂ ～ 代男性：Ｄ ～ 代女性：Ｃ）

・減塩：Ｃ

・野菜摂取量の増加：Ｄ

・朝食摂取者の増加：（ 代男性：Ｂ 代男性：Ｄ 代女性：Ｄ）

・むし歯の減少：（３歳児：Ａ 歳児：Ｂ）

○児童生徒の適正体重やむし歯は改善傾向にある。 歳代男性の朝食摂取も改善傾向にある。

○野菜摂取状況、 ～ 歳代男性の適正体重、 歳代男女の朝食摂取は悪化傾向にあり、

減塩については変化なしとなっている。

＜運動 身体活動＞ Ｂ

・メタボリックシンドローム認知者の増加：Ｂ

・日常歩数の増加：Ａ

・運動習慣者の増加（男性：Ａ 女性：Ｂ）

・体の健康自覚者の増加：Ｃ

○日常生活歩数、男性の運動習慣者は目標としていた値に達している。

○メタボリックシンドローム認知者、女性の運動習慣者は改善傾向にあるが、体の健康自覚者は

変化なしとなっている。

＜休養 心の健康＞ Ｂ

・睡眠による休養：Ｂ

・自殺者の減少：Ｂ

・心の健康自覚者の増加：Ｂ

・多量飲酒者の減少（男性：Ｂ 女性：Ｂ）

・分煙の徹底：Ｂ

・喫煙者の減少（男性：Ｂ 女性：Ｂ）

○ 年の自殺率は目標の県平均を下回っているが、 年は上回っている。

睡眠による休養、心の健康自覚者については、やや改善傾向にある。

○多量飲酒者、喫煙者、分煙についても改善傾向にある。

＜疾病の早期発見 早期対策＞ Ｃ

・国保特定健診受診者の増加：Ｂ

・がん検診受診者の増加（胃：Ｂ 子宮：Ｂ 乳：Ｂ 肺：Ｃ 大腸：Ｂ）

・糖尿病者増加の抑制：Ｃ

・高脂血症者の減少（男性：Ｄ 女性：Ｄ）

・高血圧者の減少（男性：Ｄ 女性：Ｄ）

・メタボリックシンドローム予備群者の減少：Ｂ

・特定保健指導実施者の増加：Ｄ

・循環器病等の減少（脳血管疾患：Ａ（ 年度） 心疾患：Ｄ 悪性新生物：Ｂ（ 年） ）

・かかりつけ医を持つ人の増加：Ｄ

・かかりつけ薬局を持つ人の増加：Ｄ

○脳血管疾患死亡率は目標の県平均を下回っており、 年の悪性新生物死亡率も改善傾向にある。

○特定健診、肺以外のがん検診は改善傾向にあるが、

高脂血症者、高血圧者、特定健診保健指導実施者

は悪化している。

◎メタボリックシンドロームの知識や運動習慣、むし歯の予防など健康に関する知識はある程度周知され、

行動に結びついてきていると評価できるが、知識としてはあるがなかなか行動に結びついていない人も

依然多く、高脂血症者や成人男性の適正体重などは悪化している。今後も啓発を継続していくとともに、

対象や内容により具体的な行動化につながる仕組みを取り入れて行くことが求められる。

Ａ：目標値に達した

Ｂ：目標値に達していないが改善傾向にある

Ｃ：変わらない 
Ｄ：悪化している 
Ｅ：評価困難

のしろ健康２１計画の指標達成状況

＜一次予防（健康増進 健康づくり）＞

領

域
指標項目

実 績 目標
：達成

：改善傾向

：変化なし

：悪化

：評価困難
年度

年度

（改定）
年度

のしろ

目標

適正体重を維持している人の増加

児童生徒（小学生）肥満（肥満度 以上） 以下 Ｂ

栄 歳代女性のやせ（ＢＭＩ 未満） 以下 Ｂ 健診

養 ～ 歳代男性の肥満（ＢＭＩ 以上）

以下
Ｄ 健診

・ ～ 歳代女性の肥満（ＢＭＩ 以上） Ｃ 健診

食 食塩摂取量の減少（ 未満 日） 以上 Ｃ 健診

生
野菜摂取量の増加
（小皿 皿以上 日）

（できるだけ地元産野菜を）

以上 Ｄ 健診

活 朝食を欠食する人の減少

（朝食を抜くことある割合） 中学校３年生 ０％ Ａ

男性（ 歳代）

以下

Ｄ 健診

男性（ 歳代） Ｂ 健診

女性（ 歳代） Ｄ 健診

一人平均むし歯数の減少 ３歳児
う歯なし

Ａ 健診

小学校（ 歳） 本 本
本

1.99（中 1） 

22 年度

本以下 Ｂ

運 ﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑを知っている人の増加 Ｂ

動 日常生活における歩数の増加

（ 日 時間以上 歩以上）

男性

以上
Ａ 健診

・ 女性 Ａ 健診

身 健康づくりｻｰｸﾙ会員数の増加 名 名 名 ５ 増 Ｅ

体 運動習慣者の増加

（ 回 分以上 週 回以上）

男性

以上
Ａ 健診

活 女性 Ｂ 健診

動
体が健康だと思う人の増加
（市民意識調査）

Ｃ

休
睡眠による休養を十分にとれていない人の減少 Ｂ 健診

養 自殺者の減少（死亡率） 
県 県 県

県平均を

下回る
Ｂ

・
心が健康だと思う人の増加 
（市民意識調査） 

Ｂ

心 多量に飲酒する人の減少    

（1 日 3 合以上飲む人） 

男性 Ｂ 健診

の 女性 Ｂ 健診

健
公共の場及び職場における分煙の徹底 分煙

に関する知識の普及

（分煙率）（分煙を知っている人）

Ｂ 健診

康
喫煙率

男性 Ｂ 健診

女性 Ｂ 健診
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のしろ健康２１計画の指標達成状況

＜一次予防（健康増進 健康づくり）＞

領

域
指標項目

実 績 目標
：達成

：改善傾向

：変化なし

：悪化

：評価困難
年度

年度

（改定）
年度

のしろ

目標

適正体重を維持している人の増加

児童生徒（小学生）肥満（肥満度 以上） 以下 Ｂ

栄 歳代女性のやせ（ＢＭＩ 未満） 以下 Ｂ 健診

養 ～ 歳代男性の肥満（ＢＭＩ 以上）

以下
Ｄ 健診

・ ～ 歳代女性の肥満（ＢＭＩ 以上） Ｃ 健診

食 食塩摂取量の減少（ 未満 日） 以上 Ｃ 健診

生
野菜摂取量の増加
（小皿 皿以上 日）

（できるだけ地元産野菜を）

以上 Ｄ 健診

活 朝食を欠食する人の減少

（朝食を抜くことある割合） 中学校３年生 ０％ Ａ

男性（ 歳代）

以下

Ｄ 健診

男性（ 歳代） Ｂ 健診

女性（ 歳代） Ｄ 健診

一人平均むし歯数の減少 ３歳児
う歯なし

Ａ 健診

小学校（ 歳） 本 本
本

1.99（中 1） 

22 年度

本以下 Ｂ

運 ﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑを知っている人の増加 Ｂ

動 日常生活における歩数の増加

（ 日 時間以上 歩以上）

男性

以上
Ａ 健診

・ 女性 Ａ 健診

身 健康づくりｻｰｸﾙ会員数の増加 名 名 名 ５ 増 Ｅ

体 運動習慣者の増加

（ 回 分以上 週 回以上）

男性

以上
Ａ 健診

活 女性 Ｂ 健診

動
体が健康だと思う人の増加
（市民意識調査）

Ｃ

休
睡眠による休養を十分にとれていない人の減少 Ｂ 健診

養 自殺者の減少（死亡率） 
県 県 県

県平均を

下回る
Ｂ

・
心が健康だと思う人の増加 
（市民意識調査） 

Ｂ

心 多量に飲酒する人の減少    

（1 日 3 合以上飲む人） 

男性 Ｂ 健診

の 女性 Ｂ 健診

健
公共の場及び職場における分煙の徹底 分煙

に関する知識の普及

（分煙率）（分煙を知っている人）

Ｂ 健診

康
喫煙率

男性 Ｂ 健診

女性 Ｂ 健診
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＜二次予防（疾病の早期発見 早期対策）＞

領

域
指標項目

実 績 目標
：達成

：改善傾向

：変化なし

：悪化

：評価困難
年度

年度

（改定）
年度

のしろ

目標

健康診断の受診者の増加
（糖尿病検診受診の促進）国保特健診

受診率
Ｂ 健診

二
次
予
防
（
疾
病
の
早
期
発
見

早
期
対
策
）

がん検診受診者の増加 胃がん

受診率

Ｂ 健診

子宮がん Ｂ 健診

乳がん Ｂ 健診

肺がん Ｃ 健診

大腸がん Ｂ 健診

糖尿病有病者増加の抑制（空腹時 以上

及び 以上及び服薬治療中）（保健ｾﾝﾀｰ

～ 歳）

以下 Ｃ 健診

高脂血症者（HDＬｺﾚｽﾃﾛｰﾙ 34↓/中

性脂肪 300↑及び服薬治療中の人）の

減少（保健ｾﾝﾀｰ 40～74 歳） 

男性 以下 Ｄ 健診

女性 以下 Ｄ 健診

高血圧者（140/90 以上及び高血圧薬服薬

中の人）の減少 （40～74 歳） 

男性 Ｄ 健診

女性 Ｄ 健診

ﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑの該当者・予備群の

減少（国保特定健診結果）

男性

Ｂ 健診
女性

ﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑの保健指導受診者数の

向上（特定保健指導実施率）
％ Ｄ 健診

脳血管疾患 全体
県 県

県

年

県平均を

下回る
Ｂ＊

循環器病の減少 悪性新生物 全体
県 県

県

年

県平均を

下回る Ｂ

（人口 万対死亡率） 心疾患 全体
県 県

県

年

県平均を

下回る Ｄ

身近なかかりつけ医を持っている割合 Ｄ

身近なかかりつけ薬局を持っている割合 Ｄ

＊脳血管疾患死亡率：県平均は下回ったが、秋田県の率が全国で 番目に高い現状にあることから、

「Ｂ」の改善傾向とする。

平成２ 年度市民健康意識調査結果

＜栄養 食生活＞

☆健康のために行っていることの最も多い回答が「食事や栄養に気を付けている」で、 歳代

歳代で比較的割合が多く、そのうち女性は約７割以上となっていた。

内容としては、「野菜をたくさん食べるようにしている」「主食、主菜、副菜を組み合わせた食事」

「塩分控えめ」が多くなっていた。 （ｐ ｐ ）

☆朝食を欠食することがある割合は 歳 歳代が３割前後と多く、特に男性の割合が多くなって

いた。 （ｐ ）

☆自由記載では「自分に合った栄養バランス」「必要カロリーと実際摂取しているカロリー」「塩分

量をどのようにしたら守れるか」など、自分を基準とした現実的な実践方法についての項目が

ほとんどの年代から出ていた。

＜運動 身体活動＞

☆健康づくりを実践しようと思う条件としては、「気軽にできる」が最も多く、次いで

「自分に合った健康づくりを見つける」｢楽しくできる｣などが多くなっていた。

「楽しくできる」は比較的女性に、「自分に合った健康づくりを見つける」は比較的男性に多い

傾向が見られたが、年代的には、ほぼ平均して 割から 割程度の回答となっていた。

「気軽にできる」についても女性に多い傾向が見られたが、年代的には 歳代から 歳代

の回答が７割前後となっていた。 （ｐ ）

☆運動習慣がある人は３分の１程度で、運動できない理由としては、「忙しくて運動する時間がない」

が最も多く、 歳代 歳代 歳代 歳代は 割以上と多く、特に 歳代の女性は５割を

超えていた。

「体を動かすのが面倒・嫌い」「どのような運動をすればよいかわからない」などもどちらかと

いうと若い年代に多い傾向が見られた。 （ｐ ）

☆自由記載では「自分に合った運動」「個人や家族単位でできるウオーキング情報」「家や日常生活

の中でできる運動」「簡単で長続きする健康法」などで、運動についても自分を基準とした現実的

な実践方法についての項目が、ほとんどの年代で出ていた。

＜たばこ＞

☆喫煙率は ％で、そのうち「やめたい」が ％「本数を減らしたい」が ％だが、

禁煙外来を利用した割合は ％で、「やめたい」「減らしたい」と思っているほとんどの人

は、禁煙外来があることを知っているが利用したことがないという回答であった。（ｐ ｐ ）

＜疾病の早期発見 早期対策＞

☆健康状態について、 ％は「健康」または「どちらかというと健康」で、「健康でない」

「どちらかというと健康でない」は、 歳代の４人に 人の割合から年代がすすむにつれて

多くなっており、「どちらともいえない」を含むと 歳代では 人に 人以上が、健康に

何らかの不安をもっていた。 （ｐ ）

☆「向上させたい」「どちらかというと向上させたい」は ％で、男女とも 歳代が約７割

と最も多く、次いで 歳代 歳代で、 歳代では約半数となり、年代が進むにつれて減少

傾向が見られた。 （ｐ ）

☆今後の健康状態については、「今の状態を保ちたい」が ％で、 歳代では約半数の人が、

現在の健康状態の維持を望んでおり、この割合は男女とも年代が進むにつれて多くなっていた。

（ｐ ）

☆健康のために行っていることは、「食事 栄養」「休養 睡眠」「運動」についで、「定期健診」

が多くなっているが、「食事 栄養」は比較的女性に、「運動」は比較的男性に多い傾向が見られた。

「定期健診」は、 歳代以降では３割以上となっているが、年代が若くなるにつれ少なくなる

傾向にあり、 歳代では１割に至っていなかった。 （ｐ ）
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